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朝晩の涼しさに秋の訪れを感じる、このごろですがもいかがお過ごしですか。

今年の夏は、ヨ一日ツパでは猛暑、それと対照的に日本では長雨に、冷夏。ぉ

米の出来が気にかかりますね。さて、井戸端だより 43号をお送りします。 7月

四百に例会をもち以後の予定を決めた結果、 7月29自の市民フォーラム参加、

草月伯方の塩の製造過程見学、 9月にlま重信町のゴミの行方を追ってのリサイ

クル工場の見学と相成りました。以下、関連記事、並びに会員からの寄稿文@

関連明り抜き記事などをご覧いただければ幸いです。
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市民フォーラムに参加して

7月 29日(火)愛媛大学で関かれた、重権JIIの白熱環境と自然再生~重器JIIのより

島主主皐盤翠撞盈位互U'" に、くらしの学習会より 3名出賭しました。

主揮は重詰)I!の自然をはぐくむ会で、地域的大学、 NPO等活動団体、試験研究機関、

行政で構成されていて、くらしの学習会も NPO等活動の l団体として参加しています。

愛媛大学長、国土交通省松山詞J!I国道事務所長の挨拶のあと、その専門の方々から

以下のような話がありました。

1. r重構mの自黙をiまぐくむ金j の取り組み

~水辺環境の保全再生 a 人との交流・構報教育~

一撃曜大学工学部教鞭 (f草ぐくむ金金長) 失間部龍一段ー

流域に 50万人を超える人々が生活している重信JIIは、治水面では非常に手間のかか

る暴才UIIであるが、 130カ所にも上る泉が湧き出て、また河口は野鳥の楽園となって

いる。これらの宝を活用しながら生態系を回寵するためには、本と騒の回廊を作るこ

とが必要。 Jl!を舞台として大きな人の交読の輪(例えば大学生が自然を青み、子ども

達にボランチィアとして環境学習を指導する)が形成されるような自然再生が理想的

である。

2. 重量罷JIIの重量のくらし

-~量購壌中予7)<霊童試験場主短観究轟 溝水準語翼民一

自本列島の淡水域から約 310韓の魚が記録されている。その内愛媛県では 176種

類、重信}IIでは約 45%にあたる 78種が確認されている。(スライドにより 78種の説

明があった〉問が上から下まで繋がっているととは、}!Iを利用する多くの魚たちにと

って最低騒保証されなければなちない環境条件。重信}l!本流は、多くの静防堰堤とIL

範囲にわたる伏流匹聞によって、魚類の移動が妨げられている。が一方松山平野には

重信JIIと繋がる湧水地が各所に存在し、水識の安定した流れの緩やかな場所を数多く

魚に提供している。今後、流域開発における工法の見直し、水質の静化、流域林の保

全などの施策の進壌が望まれる。

3.璽f嚢JIIの野鳥について

一自主主野島の金重量購購支部理構費客観部長 岩本毒事民一

重信JIIで 1996年から野鳥の調査をはじめ 160韓以上が観測された。野鳥にとっ

て重信JlIは繁殖場所やねぐら、エサ場、休患場所となっている。野鳥は重信J!Iの自然

の豊かさを示すバロメーターと言える。重信J!Iで生患する主な鳥類 32種のスライド説

明があった。
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重構mの自黙再生計覇4圃

~いきいきネットワーク計画(素案)

前中農啓氏一一龍土交通番松l.W号制覇通事務所関所長

アンケート(回答重信JIlの串無環境の現状に対する地域住民の関心について、

830名)及びヒアリング調査を実施した。その結果「より良い自然環境を自指した取

への費用意向については、 9割と非常に高い関心を示している。り組みj

自然環境の保全 s 再生の拠点として 8地点を選定し、整この調査結果を踏まえて、

「松原泉の再生j を高井地底高水敷の備の基本方針を験討している。平成 15年度は、

拠点整儲を進める。紅お、重信軒に関連する場所は、二十日泉の再生甫野田霞の再生、

(S . K) 盟蓋震設車生の 2ヶ所。
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伯方の塩工場見学

一塩の道

草月時日(丹)出発の朝はポツポツの南でしたが、走るごとに晴れてきて、

海と島々が夏色でした。

今治で大国さんと合流し、お天気に主主まれた小さな旅になりました。〈参加

者 4人〉

命題逮iこ蕗じて粒の費2・大豊FZきiま
車車!こで寄る

金ニガ1)たっぷりiま貫主験。
嘩本費そめま襲重量む韓藤j査はない

窃世界一ニガワ1J多い菟溝型〉謹!ま
誰も重量ベ窓い

重量ニガリ{ま堪能ナトソウム{こ対する
来黙i題喋料、むしろ夕立めが農い

窃龍とミネううんの轟iま無関鏡、
議]]<壌{ま;脅諜iこ作れiま畠L'

母語壊iまミネラJiI悲し
{韓撞{ヒナトリウム}歌う較でも
重量購としてiまニ鰻晶鰻い

粒立〉大きさIx鞍謬韓もぜ究臨時謹tJおいしい奇襲
{蝶・晶襲{こ無関額・藩かせiま男じ)

ニガ1)鐘L~糊嚇ーそのままでニ封切り的
書量tJ韓も事重量管!こも農い
/ニガリガ多い謹iま望者轄をいためる 1
1鞍書I}(J)五尺50年へ逆もどワずる i 
i在来、海水在費支む韓麓;去はない i 
i講話〈を轟接鑓う料理法も殆ど泣い/

堪のを色Ix聾，撃ついているiまど天懇で
ミネラJ1ttf多い

岩 堪Ix審議主iまミ本うんが多い
(化学壊と爵じ)

字離で撞鞠入構購入に戸-1減 謹t~持笠笠控(:1J~
重量ごみ処理主主ど時轟轄の溝λtJ多く、i輸入壊Ix轟鰻重量という離れ込み

しかも高輔 I I j議議であっても高級車費主主ものi茎おい〉

-t-
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自然櫨 流
額調踊館醐

私たち日本人が、長年親しんできた壇由塩が昭和46年、f壇業近代化監事時措置法jの成立で金麗的iこえよ
くえより、場牝ナト 1)ウム99%以上の過輔製墳が出盛ることにえよりました。{生が付いた“自鱗撞ゲ'が出蛤

めたのもこの境からです。)私たち段、世界で輯めてのイオン交換膜製壊に韓関をもち、費量羅県イ富芳轟の

理下式堪賠の存続に立ち上がりました。

各方麗のご協力を需て、 S万人の署名を集め、豊富金、関罷省庁へ講離をした轄果、昭和48年61号、最鞠iこ
r 1i自方の撞jが自畠員長費堪として認可されました。

fニガ1)J 

Jt;.雪量(J)ニガ!)…海水から擦れた壇の成分ぬうちo準化ナトリウム以外のすべて
聾霊童館ニガリ…忠義のニガ1)(1)主成分である塩化マグネシウムを重う

生活用壇(i時毒事莞塩)や岩撞的ようにニガリがまったく曾ま

れてい主よい塩はミネうんパランスが崩れて良く怠いめですが、

最近出盟っているfミネラルたっぷり J(1)撞iまもっと恐ろしい

のです。生命的維持には酪讃ですが多いと4疎外立く審があり
ます。海水そのまま時バランスでは翼や魚は喜んでも人簡に

i立合いません。入閣の体の構造iま水中!こ住むものとは異なり

ます、体護は溝水と鋭ていますが興じでiまありません。蕗水準
を童嬬に龍う!こiまトリミングm加工が品要怠(1)です。

岩場!ま山{醸〉から寵れた壊で、粧のコたきさではありません。
土を鯨いた、撞として(1)主成分iまiまとんど100特塩化ナトリウ
ムで、成分的にiまイオン塩と変わりません。昧i立、神代の昔かー

ら雑聴めある溝塩で曹ち醐り込まれている日本人的意にi立劇j識的なからさだけです。

岩塩産出麗iま3ード不患で甲状醸iこ異常を龍こすことがわかってから、金賭嘩!こi立法鐸でヨード議期
(iodized)を義務づけています。散米でも量購として!まニ観晶扱いです。

入塩

平成 Q.~事 4舟から溝外語轟からさまざま主主塩が輸入され市場1::::出盟るように註ザました@
轍λ轟舘醸高錨轄i立、Kg単舗に換饗すれiま数千円も

する菌晶ばかりです。輸送費や関税が含まれていると

いっても、あまりにも高舗です。晶鷺とかけ離れた高付

加髄櫨本童結文句を聾き並べて髄轄を斡らわしている
に過ぎません。

しかもパッケージ(1)違憲醤にlir寵黙物ですから不

純鞠が漉じっています、取り瞬いてお鏡い下さしりとあ

ります。器本(!)壇でこのような翼鞠が濯じっていれiま
消費者からクレームがきて問題にえよるでしょう o壇o
場合!ま輪入境だからブランド晶、舗輔が高いからー韓

品というわけではあザません。鶴来iま上等の誤解から
自覚めましょう o

調醒磁繊溜翻同 一一 )\O~7レヅトよグ明
-6-
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日亙遍
くらしの学習会 9月例会として 9月 12B (金)松山市にある容器国i授業者

の「松山容器j とベットボトル再生利用を業務のひとつとしている「帝松サー

ピスj を訪ねました。

松山市甫吉田町にある松山容器は、ピン@缶とポリ製品・ペットボトル・電

球類を、松山市@重信町・川内町・松前町の全域から回収し、分別しています。

私選が訪ねた日は、ポり製品・ベットボトルの分別作業が行われていました。

ピン@告は奇数日、ポリ・ベットボトルは偶数日、と作業日を分けているとい

うことでした。それ程に多くの量が回収され、分別作業に多くの時間がかかる

のでしょうか。

実擦にコンベアで流されてくるベットボトルを見ると驚きます。私が見たも

のは、中身が残ったもの、ストローが入ったもの、ラベルやフタがはずされて

いないものがほとんどでした。職員の方から開くところによると、中に釘が入

っているものもあるそうです。捨てる人の“これ位はいいんじゃないかしら"

という配患のなさが捨てた後で迷惑をかけているのです。

異物の入ったものや、ラベルのついたものは、職員の手作業で取り除かれて

います。この迷惑ペットボトルは、ひとつひとつ人の手をかけることになるの

です。中身の残ったものは、ペットボトルを圧縮して、期包を作る機械の中で

飛び散り、機械を持し、サビを発生させます。フタがついたままのものは、圧

縮機の中で破裂します。ベットボトルとそのフタは同じ材質なのですが、フタ

を取って本体と同じ袋に入れるのは、掘包するときに盟ります。フタは再生可

能ですが、まだりサイクル処理方法ができ上がっていないのです。

フタの問題では、ピンについたプラスチックのフタもリサイクルには圏りも

のです。必ず取りはずしてからゴミに出しましょう。缶ゴミでは、穴あけ処理

をしていないカセットボンベが一番危険です。機械内火災を引き起こす原留に

なります。春になると、未使用のボンベが三本一組の状態で缶ゴミとして出さ

れることがある、ということです。

このととは、機械の故障にとどまらず、作業中の人命にも関わる大問題です。

住民の簡でも、もっと問題にして考えなければいけません。ゴミやリサイクル

のことはテレビや広報でも時々、取り上げられることはあります。しかし、そ

の効果はあまり期待できないようです。

ゴミ問題解決には、地区での話し合いや、住民間士の井戸端会議が効力を発

-g-



弾しそうです。

さて、市町村のゴミ分別回収は各々約束事が違っています。

基盤藍はピン@缶 e ポ1)製品 e ベットボトルと各々、別々の袋でまとめるこ

とになっています。 ベットボトルのフタは取りはずして、その他ゴミの袋に入

れています。盤出車は、ピンと缶は開じ袋、ポリ製品とベットボトルも同じ袋

に入れて出すのだそうです。松山市誌分別回戦を 6年前かも実施していて、こ

の間収方法が定着しているので、変更は国難が予想される事、そして市内のゴ

ミ罷き場は、狭いので分別袋が多くなると周辺が迷惑するという問題もあるた

め、性急に変更できない。と松山容器の方が言われてました。

各々の市町村では、土地事情の違いや住民感情の違いもあります。しかし、

少しずつでも、リサイクんを提進させる努力が必要です。松山市では、現在、

つけたままで出していいペットボトルのアタを来月から取って出す、という方

針に変更するそうです。

ところで、ゴミは家庭ゴミの鵠に事業所から出るゴミもあります。これらは

産業癒棄物として家捷ゴミとは別ルートで回収されています。その分別状況は

事業所によって良かったり、悪かったり、だそうです。しかし、きちんと分別

しなければならないことになっているI.S.0.取得事務所は、ちゃんと分別がで

きているそうです。私達、消費者は1.S.0.資格を全事業所に取得してもらう様

に、関心を持つことが必要です。

地域住民、又捕費者というゴミを出す立場での費佳を再認識して、次の見学

施設、北吉田町にある予告松サーピスへ向いました。

予告人(株)松山事業所内にある帯松サーピスは、

O帝人(株)松山事業所での作業請負

O土壌改長材パークの製造販売による自然との調和

Oペットボトルの再生利用による社会との共生

を業務の柱としていると、会社案内に書いてあります。私達は、ペットボトル

再生利用のことだけ説明を受け、工場を見学させてもらいました。

ここは、帯人工場から出るポリエステルのくず糸を原料に戻す作業をしてい

て、 3年前からその作業を発騒させベットボトル再生事業を始めたのですο こ

こには、松山容器他、数社の回収業者から圧縮網包されたペットボトルが運ば

れてきます。 1つの欄包にはベットボトルが約 6，∞0コもEE縮されており、そ

の重さは約 300kgです。松山市の家庭ゴミには年間 4，0∞tのペットボトルが含



まれているということなので、この摺包 l万3千f圏分に相当する量になります。

この工場では、ベットボトルを粉砕し、不純物をとり除き、フレーク状やチ

ップ状にしています。ここでも問題なのが、フタとラベルでした。工場にはト

ロンメルという、フタやラベルをとり除く機械が2ヶ所に設置されていますが、

それでも，人の手でとり除く作業が必要です。

チップにしたものを壌かして紡糸すると再生繊維ができます。そうしてでき

た再生繊維からは、 T シャツ、ジャケット、エプロン、ネクタイの衣類や、水

切り袋、排水口用袋などの袋類が作り出されます。 T シャツに必要な再生織維

は、1.5リットル用ベットボトル 3.5本分から再生されます。フレークやチップ

は、ペンケースなどの文具、洗面器屯どの裕用品など喋々な用途に使われてい

ます。最近は用途の多様化が進み、フレークが不足状態だということでした。

帝松サービスは、日本容器包装リサイクル協会の加入業者として、家庭ゴミ

だけを処理するととになっているので、産業廃棄物として出されたゴミは取り

扱えません。しかし、帝松サービスの処理能力にはまだ余裕があるというので

す。現在家耀ゴミも産艶ゴミも取り扱える謀、システムを構築中だそうですが、

早く作り上げてほしいものです。

ところで、ここでは「リサイクル工場からゴミを出さなしりという課題を抱

えています。これからは、ペットボトルのフタゃうベルをリサイクルする方法

を研究していく必要があると話されました。

ペットボトルのリサイクル状況について世界に自を向けると、旦杢は資源が

少なく国土も狭いので、リサイクんに積極的です。昨年は 42%のリサイクル率

でした。ユニ旦之ぷでは1)ターナブル制度が確立されているので、繰坦返し使

っています。四%のリサイク)v率でした。それに比べて、 ZふJよtJはリサイク

ルコストが高いという理由で、誌とんどが境棄処分だそうです。各国で事情は

違っても、地球環境という見方をすれば、どの国も考えるべきは関じです。

資源の再生、再利用、ゴミの削減を自指し、私達は自分で出来る事から日々

の暮らしの中に取り入れていかなくてはいけません。

松山市にあるゴミ関連の二つの事業所を見学して、市町村の担当課はもちろ

んの事、一人でも多くの方に見学して欲しいと感じました。そして未来を担う

子供達にも見学してもちい、ゴミはリサイクル出来る事を子供達が実感できる

機会を持って欲しいと思いました。 (R'D) 
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7月26日〈土〉月尾轟男氏〈前総務省事義務審議官〉時議舗を開いてきまし

た。議題は r縮小文明の展望j聴講金自己詰講義室 1暗む華客ぎっし与の人骨 T

シャツにトレーニングパンツ e ヂイパックを背負って的霊場。立111謀~の撲

曹があり、講語事会の輪まりです。ここから地レジメに沿ってめ内容です日

人類の増加 エネルギー鵡費の増加 集団規模の増加

勝事義文瞬時代 0.05盤人 0.20万 kc a 1/日1人当 5人/群

↓数万年

0.50鑑人 1万 kc a 1/日1人当 500人/群

|農業文瞬時代 0.50鐘人 1万 kc a 1/日1人当 500人/群

↓数千年 ↓ 

5盤人 5万 kc a 1/日1人当 5万人/群

工業文明時代 5鐘人 8万 kcal/日1人当 5万人/群 | 
↓200年 ↓ 石蝶→ガソリン

54 88万人/君事50鐘人 2 5万 kc a 1/日1人当

構報文明時代 印鑑人 25万 kc a 1/日1人当 500万人/群 | 
↓50年

?(関鐘人的 ???  5鐘人/君事

~ 100年

? 020鐘人的

これら人類による生命活動によって、措置事親模の課題が私たちに重くのし

かかってきている現状があ静ます口

場轟J韓両轄の輔歩

年間 1500万 haの擁少 1盟90年.......2関車年の関で、甫来@アフザカ "7:/

"7 (日本誌材木の斡559番号を輪入に頼っているので拡とんど変動結え互い〉の講義

少が著しい。

争生物麓類の輔少

年間 35000種母絶輔艶輔の謹度は、 1麓類/15分

絶舗の勉磯

-11-



輔乳類

鳥類

絹 30種類のうち

9615 庁

魚 類 24000

植 物 240暗号時

争暴騒災害の増大

" 
" 

年間200盤ドんの被害

2596 (ニ本ンカワウソ@ツキノワグマ〉

11" 

34庁〈メダカ〕

1 4 " 

経務的損失額

1980年 I28鐘ドル 1鐘ドル

1 998年 1920鐘ドル I150撞ドん

争大気護重度の上昇

過去百年で O. 5"C/今後百年で 5. 器"c(日本は過去百年で 1. O"C) 

熱帯に近くなり、マラリア等の熱帯牲の事語気の発生日量華麗上罫〈甫極の本@

アルプスの本河が議砂、指本の革審霊長話どにより 88棚上昇〉により、 1田水

位が上がっても大丈夫誌麟披撞が必要時 〈ちなみ紅30告患踊/舗兆円かかると

して、日本の海岸纏ってどのくらいあるのか註?)

争議軽水費離の枯重量

世界の;本轟縄本語1.5寵

議長本 2.5事 〈本調@輔主主1.15軍撤下水母.14覧調JlI..議運*0.世的

轍本の謂輔 アラル揮の場合

その勉』こ、チャド縄 04位〉

エーア請書(1宮位〉

トレンサップ調 (20粒)

調寵話題く33位〉

面韓

水量

高震

間関年

6 8 0 0 0 k m2 

〈琵琶輔612k彊2)

1090k踊 3

5 3踊， 

調111の麟議黄河(世界4位 5460臨〉

1912年 1告白/1鵠?年 226日

2000年

2 340 0 k m2 

1告2k阻 3

33髄

1950年 480鐘踊3/19雪7年 143鑑盟3

コロラドm(世界30位 2320k翻〉ダムが5舗もある

フーパーダム 4鵬鐘睡紅白本3臨時脅輯=2的盤酷3)

地下水位の鉱下 オガララ水腫 (12田鑑下/30年〉日本列島すべてめ

〈ロッキー出離東鱒) 1 0措め函韓

黄土高掠 (3臨鑑下/1年間)農業事j期 中国の鵠%金韓

一/之輔副



唱静雄本費譲事問題

謹離農業的危機 謹話壁画輯 1800年 800万ha→1995年 2鐘 6300万ha

〈農地の 17%/金科的 40%/議軽水母 70持謂費〉

生活用水の詰磯

日韓入試安全電鉄料が不定

2鐘 3200万人が欽料不足に車函

発展逮上諸圏の癖気的語。持は不離な飲料

毎日 2万 5000人が費食料が顕閣で究亡

毎年 130万人の子換が不課電鉄軒で死亡

2母50年には 70鐘人が説本不症に菌函 (7人/9人中)

(2 3関連韓関 F艶界本開発報告書J2 003より〉

本講義紛争の頻発〈国臨調JII=lつのJIIがいくつもの国を捕れている詞mの事〉

ナイルm(エミFプト/スーダン/エチオピア〉ヨルダンJII(イスラエル/

ヨルダン/パレスチナ〉チグリスJI1(トルコ/イラク)インダスJII(インド

/パキスタン)ドナウJII()j...ーマニア/プルガザア/ウクライナ〉ラインm
(オランダ/ドイツ/スイス/フランス)コロラドJII(アメザカ/メキシコ)

アムールJII(むシア/中国〉

場日本の語軽水費講義

年間接手嬬総量6500盤強3

蒸費支2300 (3 5 %)科用可能4200(65持)

争日本の語軽水開題

鞘期 8曾 5 (2 0 %) (詞111780/地下 120)

農業 590(6 6 %)工業 14 0 (1 6 %)生活

1 6 5 (1 8 %) 

貯水量 {1113/人〉日本32 アメワカ 536 イギリス 45 カナダ 647

圏内 輸入

齢期本I5曾む〈鑑駿3/年〉 十 440 (鱗)

i君主主主49旦L一司自..l!O35と¥，lう数字主Ei
工業用水 1140

|生活用水 1165 十 0.003 (鯛〉

一13園開



日本の食料自錯率斡40%告考えると、世界の農葉賜主主を事i揮して生産し

た金軒〈小麦 1t /4000tの本が必要ゅ牛肉 1t /2500併の露華料が必要〉を

大量謂費し、その内の 2000万 t/年も鹿棄している現実(家麗から10容器

万 t..コンピニから 600万 t..結婚式料理24%-パーティー 14%)今

後、世界中から来ている食料がストップしたら北朝離のようえま状態が起こっ

てしまうかも知れません。すでに、鑑重量と日興事足から日本で来の不作襲警急

が誌がる中、世界でも異常気象のため小麦や大豆などの生産が悪化する恐れ

が出ていると耕輔記事が報じている。安麓4こ構えていて良いのでしょうかむ

地球規壊の課題院外にも、邦ヨ盤的措誠(小学校の普重量の襲業に和楽器導入

輯I名の捕輔〈車関村合欝』こより)国産映画の捕議(国産映画的興行親入1995

年 37%)言語の諸事事義(1豊富野年関関言語→2100年 30詰~関母言語〉民族璃輔

の詣韓〈災害』こよる-シュメール民族@鞍争』こよる z マヤ民族/クルド異議長

政治によるコニチベット民主主/チェチェン員接噛重量合による=オホーツク民最長

衰退による 2 日本民主主)等、議々な諜題が出され、量豊輔が目指すべき醸襲へ

と話拡続きます唖

争大量掩通か，;地産地謂〈安全新鮮的羅挟@費量売輔轄的鑑識@費量重量議費の醜

輔@長暴露文ft:の再興@壇場産業の纏興〉

争書記想軽講から地域通費〈地域経講の震毒事聾@地場産業の発麗 e地域麗贈の事長

大@地域社会の画麓@地方分権の韓議室〉

争構事監語雪費か品構事量鱒蓋〈構報基盤の空襲輔@橋事量産主震の育成@交擁産業の発

展@地域住民の自信@地境雇用の脅星通~)

争普遍志向から長暴露臨婦〈地場文化の発事毒@発信晴報の費量重@地輔住民の自

信..地輔社会の圏蓄量@地方分権の推進〉

争環境開発輩、品環境踊麓〈伝統文化の維持@地域事業時増大@地域雇期の拡

大@地域環境の重親@地球環境的維持〉

争時村合静から生命地輔〈自然環境的事監持@地輔対立の解捕@地輔事業の増

大。地域雇用の拡大@檎域環境の重親〉

争官公維持から里親書量持(維持聾嬬の鑑識@地域社会の輔纏@環境意識の向

上場地域環境の蒔見@地球環境の雛持〉

争官公飯事から主権在民〈参加意識的向上@不要草案襲の舞襲撃@好重量費掘の鑑

識@自立精神の高揚。分尊重社会の援護〉

噛酔/手ι由



最後に『いまそこに請うる危機』として、二つの言葉を擁された。

2 9 EI E) OJ莞霊長軒結

(植に一枚の葉が生まれた静寂の日二故になった。日は過ぎて 2呂田目4こ

は植の半分が葉で埋まった申改め目、地的水面持葉で覆い導くされた〉

ゐ長T-c'"ヌう〈ぷ主 る事見重喜亙

〈鮭を葬品い轟に入れると余哲の講義さに飛び出すが、本』こ入れて段々葬品くし

ていくと蛙は飛び出き註い)

自分えまりに、出来ることから輔か始め恕いといけ註い時期金革、来ているの

かも知れません。聾さんiまどう恩われますかo (A.関)

2た長象か雲温たげ主側足つえのしは&は食ーサ重し
と 影はり今とびる翠jががて二拡も糾客三三漢万!専て
い響 Jだ夏日に...断「懸いきモ天大金 T分が iピ高い

向うす公。、 照穂稲心不意た暗 iご霊童が舎の詠一スj;g1-~ 
は盟;る麦害実不 に 田 た 適 ざ と 干 つに入峯ー;ι万 を が 玉 三 す れ 隈
不繋恐な語り足自 の の 切 れ い ン ト オ 壬出る主だだ五義、国」ば持「
気物れ ど 的 異にがそもなるう以玄るが古つが干支創罷 ij議開大
味のがのな合見い皆、ゲな。上手毒。 、れた、人た業信義と都内盛
で 在出生異が舞くきっ iかコに巌 f苫食ばと成も。以の客記にリ
あ庫て麓常気わ O 通なム、メも b舗ベ居い功の月来カ寄し食蚕
豆Lfっさに気がれ低るずL-J苫不な重量数残 lこう率大にのレせまベ蔀

見お こ足ヒで膿る最在研つなて披ほ葉家スい倍その慣でこりつ A

そどのそZUZ害時古ど時どす庭軽信諸説県惹
くをろ「ー。地響誕過はま露。がぶ量 五調 車老 万み にべ 、て る合
るいでネ しつ 食下告準去「う会立 24食 品 ベ 査 瓜 の ン ト の つ 残 食 は 日 ハzJ近あ聖て料水すに約世 A で食%産の残」省食 0 霊け草学い本劃

来る い危不るイ昌三三界米もパで業割しにの品作はたを らはを
均来 O 忘る機定 o下十の国 16 飛で 合たよ「をる年い減機れ、外

/雲吉右五官議選主語議員祭3芸道官只雲宮警ヨ雲ー参議R2男
がろ」食タん温いでの境残 lけ婚タ 弱 腰 、 ロ て の よ 内 欝 え 。 び 頼

許税噸ょっ

一It-



一申
司同

協
混
と
臼
照
不
足
か
ら
日

じ
コ
メ
の
不
作
懸
念
が
広

心
中
、
世
界
で
も
異
常
気

ωた
め
小
麦
や
大
一
思
な
ど

生
産
が
悪
化
す
る
恐
れ
が

し
い
る
。
農
水
省
は
、
主

穀
物
の
在
庫
の
減
少
に
対

「
今
後
の
一
需
給
動
向
を
住

ヲ
る
必
要
が
あ
る
」
(
総

東
料
開
)
と
、
警
戒
を
強

ιいる。

同
省
が
五
日
ま
で
に
ま
と

に
食
料
供
給
予
測
に
よ
る

一
世
界
の
小
麦
の
今
年
四

本
の
在
庫
量
(
予
想
)
は

一
構
一
一
一
千
百
万
ゾ
で
、
ニ

母:J，l品企士?と;;?

真車九日
一一一一日一一一一一一一州一

t
F
1仲

i
j
L

0
0
二
年
三
月
末
(
見
込
み
)

と
比
べ
て
約
一
一
一
千
四
百
万
J
J

が減
減少
り。
ぷ区欠
孟チト[

詰32
2詰

Z号ミムOd.:nノ

コミ撞 1/7 

農
水
省

乙ゅう

ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
を
中
心

に
高
温
が
続
い
て
い
る
た
め

収
措
慢
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
米
圏
、
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
生
産

が
回
復
し
て
お
り
、
農
水
省

は
「
日
本
へ
の
供
給
は
安
定

的
に
確
保
で
き
る
」
(
間
)

と
判
断
し
て
い
る
。

少

は
過
去
最
高
水
準
の
豊
作
の

た
め
輸
入
へ
の
影
響
は
限
定

的
だ
が
、
商
社
筋
の
話
で
は

米
国
の
高
温
乾
燥
が
収
穫
に

影
響
す
る
、
と
懸
念
す
る
向

き
も
あ
る

3

コ
メ
の
在
庫
も
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
。
日
本
の

場
合
、
国
内
の
民
間
在
庫

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
今
年
四

月
末
の
在
庫
量
は
約
七
千
九

百
万
ゾ
で
、
約
千
九
百
万
ゾ

減
の
予
想
。
四
年
前
と
出
べ

る
と
半
分
以
下
の
水
準
に
低

下
し
て
い
る
。
特
に
中
閣
の

生
産
@
在
庫
の
減
少
が
著
し

い
。
中
国
か
ら
の
輸
入
量
は

金
体
の
3
w
w程
度
で
、
米
国

や
政
府
備
蓄
も
十
分
あ
る

た
め
、
農
水
省
は
「
コ
メ

の
安
定
供
給
に
支
障
は
な

い
が
、
生
育
状
況
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し

て
い
る
。

大
一
旦
の
今
年
四
月
末
の
在

庫
盟
は
約
一
一
一
千
九
百
万
ゾ

で
、
約
四
百
万
ゾ
増
加
す
る

と
予
想
し
て
い
る
。
し
か
し
、

思
本
へ
の
輸
出
が
多
い
米
国
一

の
中
西
部
で
八
月
か
ら
高
温
一

・
乾
燥
が
続
い
て
お
り
、
作
一

柄
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
一

い

る

。

一

主
要
四
穀
物
の
う
ち
大
豆
一

を
除
く
と
、
在
庫
の
減
少
傾
一

向
が
続
い
て
い
る
。
八
月
に
一

来
日
し
た
米
国
ア
!
ス
ポ
リ
一

シ
!
研
究
所
の
レ
ス
タ
i
-
一

ブ
ラ
ウ
ン
所
長
は
、
東
京
で
一

講
漬
し
「
特
に
中
国
で
は
癌
一

格
支
持
政
策
を
見
直
し
た
た

め
、
最
物
在
庫
が
劇
劇
的
に
減

っ
た
」
と
分
析
。
「
地
球
の

濁
暖
化
と
地
下
水
の
不
足

で
、
世
界
の
穀
物
の
在
意
は

過
去
約
三
十
年
間
で
最
低
の

水
準
に
低
下
し
て
い
る
」
と

指
捕
し
、
中
長
期
的
な
穀
物

不
足
に
盤
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る。

時 16時



亙3調

今治に移り住んで二度自の季欝を違えています。春、我家の近くはスズメが

珍しく感じられる位、沢山の種類の鳥逮がやって来ます。でも、鴛の声を開く

ととは出来ませんでした。出が遠く、海に近いせいでしょうか。夏、議々な蝶、

トンボが飛び、交い、裏の用水路では子供達がメダカとりに夢中です。コンクリ

ート三面張りのお世辞にもきれいとは言えない水の流れなのですが、しばらく

見ているうちに子供達のバケツでは7'"'-'8匹のメダカ違が泳ぎ始めーていました。

との辺りはハス田が広がる地域なので摺水路が縦横に患っていますが、おもて

道路に麗した大きな用水路では鰹をはじめ小魚的群を見ることができます。捨

てられたスーパーのレジ袋や空き缶などをよけながら詠いでいる姿は何とも鍵

気です。昨年は初めてのことで、夕暮と共にハス田から開こえてくるウシ蛙の

野太い声に驚かされましたが今年は潰れたせいた気付かないで過ごしています。

暑い九月ですが、秋は近くまで訪れている様で、食欲不振だった我家のおばあ

さん猶もよく食べる様に怒り、暗くなると車違の合唱が関こえてきます。我家

には今春仔犬が仲間入りし、何十年振りで子育て真只中です。現在七ヶ月のや

んちゃ盛りです。被のおかげで我家に笑い声がふえました。隷のような存在で

す。

今朝のニュースで日本の高校生は世界各国の開時代の生能に比して、難しい

本をほとんど読まない、という調査結果が出たと報じていました。老眼が進ん

でなかなか本が読めなくなった私は、何とまあもったいない、とため患です。

騒鏡をかけての読み書きは本当に疲れます。そんな私の最近の鰭報源はほとん

ど“耳から刊ですが、加齢現象は自だけでなく記韓力も確実に低下し、事れて

しまうことの方が多くなっています。でも最近の悲惨でむごいニュースは忘れ

させてもらえるから、思々を過ごしていけるのかもしれません。それでも、心

にひっかかることはいくつかあります。~題連の承認を得られtc;tいままイラク攻

撃を決めたアメリカとイギリス、そして早々と賛成した日本、その結果の今の

罷乱の状況にどう費低をとり対応すると言うのでしょう。

今朝、アメリカが臨界前核実験を行うことを発表したと開きました。国連が

全ての留に対して機能して欲しいと患います。北朝鮮による技致被害者とその

ご家族のお気持ちを考えると言葉を失ってしまいます。

JII内でも産購の不法投棄が問題になっていますが、今治の本握、玉川でも放置

一/"1-



された硫駿ピッチが問題になっています。産療にしろ家露ゴミにしろ正しく分

別して処理しなくてはならないことは子供でも知っている当たり離のことなの

にどうして次々にこういう事が起きるのでしょう。捨て方、処理の方法と間様

ゴミになる物、処理しにくい物を作らない事、そしてリサイクルと同時にもっ

とリユースを考える必要性を痛感します。このままではどんなに分別しても処

理能力をはるかに鑑えるゴミが出てしまいそうに患います。そんな今、生ゴミ

を堆肥にすることはとても大切なことに思えます。各家庭で行うのはそれぞ、れ

事情もあって無理もあるかと患いますが、生ゴミだけ別に集めて行政レベルで

何とか出来ないものでしょうか。

とのところ少し景気回復のきざしが見えるとも言われていますが、失業率は

それ種紙下してはいない様です。そんな中、世間では効率を求めて蝶々な場で

無人記が進められています。麗舟の場を減らしながら失業率を下げることは出

来るのでしょうか。最近多い工場事故の原因のーっとして、リストラによるベ

テランの減少をあげる入もいます。その一方、東京では次々に高級ブランド癌

が出癌し連日大主義況の模です。不思議です。

最近の鍵廉志向に後押しされて議々な鍵嬢食品や薬が巷に氾麓しています。

先臼も“一自に必要な栄養棄をすべて食事で摂取しようとすれば、カロリーオ

ーバーになり肥満や糖探病になるおそれがある刊と言い切るサプリメントのコ

マーシャルを自にしました。何かおかしい、と思うのは私だ、けですか。

あれとれ気になることの多い毎日ですが、先日私は不思議な体験をしました。

関東に住む娘が私宛に先ず速達額を出し、書き忘れに気付き急がないので普通

便で開じポストに投麗しました申私はそれを二自後の午前中に普通便を、そし

て遅れること半目、夕方に速達梗を手iごしました。速達費拡配達の人から車接

いただきましたので取り五忘れではないのです。配達の人の説明によると速達は

窓口に出すべきであること、そして艶遼地では普通便と速達とは別便扱いなの

で速達の方が後の便になることもあるし、普通捜と速達とでは配達の頗路が違

うので運くなるとともあるということですが、未だに弧につままれた気分です。

毎晩家の前からよく見える赤い火星を見上げながら子供の頃、火星人がとて

も捕かったことをなつかしく患い出しています。

中秋の名月も雲の切れ告から鰐とか見ることが出来、ちょっと幸せな気分に

なりました。(K.O)

--IF由自



在フてみた)~亡干王子!

コマネチ、ドラキュラのお域くらいしか知らなかった国ルーマニアへとの夏行く機会を得ま

した。事前に忙しくて全くガイドブックを舟意する事が出来ず、関空で買っていけばいい等と

のんきに構えていたところ、関空では、ルーマニアに関するガイドブックなど手に入りません

でした。それ握、日本人にとっては遠い圏なのかもしれません。

今年の夏ヨーロッパは異常気象で、死者も大勢出、酷暑と言われたパ 1)も軽自で前後 1泊ず

つしましたが、幸い時期を過ぎていて程よい気候でした。

パリから飛行機で 4時間弱で、ルーマニアの首都ブカレストに着きました。夫の学会にポケ

ットマネーをはたいて、付いていったわけですが、学会会場はプカレストから、車で、 3時間

ほど離れたブラショフというという古い町並のきれいな町でした。着いた呂の夜は、ルーマニ

アの缶統的菌畏音楽祭が野外で寵され、私達も、行ってみました。{可と無料で見ることが出来、

大感激でした。軽快な音楽に民族衣装をまとった男女の踊り、陽気な国民性のようでした。

年に一農の催しということで、屋台が通りに沿って並び、食べ物や飲み物、民芸品を売ってい

ました。出掛ける前、ルーマニアは治安が悪いから気をつけた方がいいという情報も流れてい

たので、緊張していましたが、取り締まりの警察官をいたる所に配量することで、急激に拾安

を回毎したのだと地元の人に開きました。確かに、人が全国から集まるお祭りの日だと言うこ

ともあったのでしょうが、色々な顕装をした警察関様?の人が呂を光らせていました。

ルーマニアはまだ EUに加盟できないでいるので、通貨はレイといって、 10000レイ=40丹

弱 買い物をするにも、食事をするにも Oの数が多すぎて驚いてしまいますが、持のことはな

い大した額では設いという次第です。農業国だけあって食べ物は確かに安いですが、植の物は

案外高いなと思いました。主主はほとんど日本製を見ませんでした。韓関のデウーとかヒュンダ

イはよく見ましたが、庶民は国産のダシアという車に乗っていました。整備が悪いのか、道ば

たで故障しているのはほとんどがこのダシアでした。お金持ちはベンツとか BMW等のドイツ

車のようです。夫が学会参加の問、夫人コースというツアーがプログラムに組まれていて、私

も参加しました。東洋人は私一人で、後は英語の堪能な西欧人 6入でした。説明は全て英語で

すし、私自身も下手な英語でコミュニケーションを取るので疲れましたが、ポーランド人で、

今アメリカに住んでいる奥さんととても親しくなりました。ツアーでは、ルーマニアの王政時

代の別荘にも連れていってもらいましたが、フランスのベルサイユ宮澱にも見劣りしないよう

な豪華なお域にはびっくりしました。様々な外敵から守るため城塞がいくつもあって、この国

の璽史が想儀できます。ドラキュラのお域で有名なプラン域も行きました。ガイドが接んにド

ラキュラは悪い王ではないと言っていましたが、 I吟pjJmス1-~-1Jーの小説のお陰で今も

多くの人が観光で来るというのは感謝すべきことなのでしょう。(続きは次号へ〉
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盈量購麓金轟からの鞄盤u
「井戸端だよちj有難く読ませて環きました。

合 f重信JIIJ • • .コチラに来て 5年居、地元の人のゴミ捨てが多いのに驚

かされています〈自転車や車で捨てに来る)。

*: r久万青銅の間藤J.県内にも、瀬戸内にも美術館が増えましたネ。

私も少し以前には、友人と美構館巡りを楽しんだのですが・@

*: r介護課験J.重信の介護保険は近隣類融自治体に比べてダントツ

E広報での説明は①重信の窮状 a 推移②県との比較 であって、近隣類組自治

体〈松前・抵部.}II内など)との比較説明がないー納得出来ない。

今までの福祉政策が選挙期のパラマキ政策であったと知っていても、年金

切り下げ、税や負担金などの増、鰻上げなどで生活の切り換えに大変です。

古「合評と地名ド・@私はモトモト久万ですが、ご承知の高原町に対する反

対運動。童話も始めから選択外にするとは?

・@ @ご感想、・ご意見大歓迎です。うれしいですね。

今後の予建 O 

@まだ実現できていない民家の探察(犬伏先生に解説していただいての)

@務復の経わった「捷申庵j の見学

-出会い塾も久しぶりに開いてみたいなあ

(皆さんのご意見をお寄せください。)

くらしの学習会で辻、臨時会員を募集しています。

活動会員 2000問/年 購読会員 1的む丹/年

振込先日産番号(郵便局) くらしの学習会 01610-5-210儲

問い合わせ先 TEL/FAX 089-964--6956 

巴臨ail:Ict-havashi@niftv.com 

轟襲鐘謹

合併問題には、自が離せない状況です。薪市名称が、「東糧市J 之決まり、名付け親

信表彰がありました。合鮮問題は急速に進んでいるようです。一方では、合併に関す

る住民投棄を求める署名が 1800名以上集まったとも開きます。どちらにしろ町民とし

て関心を持っていかなければならないことだと思います。国政も町政も切り離して考

えることは出来ない・実感です。 (T'H) 
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一
荷
商
人
の
道

'
'
四
国
の
塩
田

i
z

ll-4 ー術商人の道

四
国
は
、
ニ

0
0
0
メ
ー
ト
ル
に
近
い
山
々
が
屍
風
の
よ
う
に
横
に
つ
ら
な
っ
て
脊
梁
を
な
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
瀬
戸
内
と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
嶺
線
越
え
交
通
の
障
害
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

乙
の
南
北
路
は
中
央
に
で
る
か
け
が
え
の
な
い
陸
路
で
あ
っ
た
か
ら
、
難
所
の
多
い
コ

i
ス
な
が
ら
、
い
く
つ

か
の
横
断
路
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
峻
な
嶺
線
付
近
の
山
中
に
は
、
平
家
落
人
の
伝
説
を
も
っ

ゆ
ず
は
ら

阿
波
の
祖
谷
や
津
部
経
高
ゆ
か
り
の
土
佐
の
樽
原
な
ど
の
村
落
が
散
在
す
る
。

ζ

れ
ら
の
山
皇
の
人
び
と
は
、
焼
畑
の
耕
作
や
山
仕
事
で
生
計
を
立
て
た
が
、
自
給
の
で
き
な
い
必
需
品
は
、

他
務
領
で
あ
ろ
う
と
、
近
け
れ
ば
山
越
え
で
貰
い
に
行
き
、
在
町
の
商
人
も
荷
物
を
か
つ
い
で
振
り
売
り
に
き

た
の
で
あ
る
。

ζ

の
商
人
た
ち
は
、

J

っ
か
例
薦
人
と
よ
ば
れ
て
親
し
ま
れ
た
o

彼
ら
と
そ
は
、
山
道
を
聞
き
、
瀬

戸
内
と
太
平
洋
側
と
の
物
資
の
流
通
を
促
進
さ
せ
た
立
役
者
で
あ
っ
た
。

見
、
一
ニ
坂
越
え
す
り
や
雪
ふ
り
か
か
る

1
鴻，

d

戻

り

や

妻

子

が

泣

き

か

か

る

自

白

〕

i
h

〈

ま

や

ま

d
乞ー
ι

4

}

す
ど
い
も
ん
ぞ
や
久
万
山
馬
子
は

f
一
ニ
坂
夜
出
て
夜
も
ど
る

伊
予
(
愛
媛
県
)
の
久
万
地
方
に
残
る
民
謡
は
、
静
ま
り
か
え
っ
た
山
道
を
た
だ
一
人
、
塩
や
米
の
俵
を
馬
の

ど

ん

ざ

ぞ

う

'

背
に
振
り
分
け
に
積
み
、
手
ぬ
ぐ
い
で
頬
か
ぶ
り
を
し
、
ぬ
い
合
わ
せ
の
種
種
を
し
り
か
ら
げ
し
て
、
草
転
ば

き
の
足
を
ひ
き
ず
る
よ
う
に
し
て
馬
の
手
綱
を
も
っ
馬
子
の
姿
を
思
い
浮
ば
せ
る
。

四
国
は
、
瀬
戸
内
側
に
規
模
の
大
き
な
入
誤
式
場
回
が
多
く
聞
け
、
十
州
塩
業
地
の
一
つ
の
中

心
地
を
な
し
た
が
、
太
平
洋
側
に
は
規
捜
の
小
さ
い
揚
浜
式
塩
田
が
点
在
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ

一
祷
宙
開
人

四
回
の
場
回

た。
文
化
期
(
一
九
世
紀
は
じ
め
)
ど
ろ
の
主
な
塩
田
を
み
る
と
、
讃
岐
(
香
川
県
)
で
は
北
岸
K
散
在
し
、
坂
出
七

二
、
詫
間
二
二
、
八
島
新
浜
二
一
ニ
、
壇
ノ
浦
二
六
、
松
原
二

O
な
ど
計
二
八
七
軒
前
。
阿
波
(
徳
島
県
)
は
東
洋

に
集
中
し
、
明
神
三
回
、
黒
崎
一
一
一

O
、
中
島
五

O
、
桑
島
四
二
、
南
斉
間
四

O
、
立
石
三
八
、
答
島
六

O
な
ど

計
三
九
一
軒
前
。
伊
予
は
比
較
的
少
な
く
、
東
予
と
島
棋
に
散
在
し
、
多
喜
誤
四

O
、
波
止
誤
四
二
、
津
倉
一

三
な
ど
計
一
一
四
二
軒
前
の
塩
田
が
あ
っ
た
。

む

や

阿
波
は
も
古
く
か
ら
の
塩
産
地
で
、
そ
の
産
塩
は
、
撫
養
地
方
の
も
の
が
本
斉
田
塩
、
梅
島
地
方

獲
が
徳
斉
田
境
、
本
船
産
が
南
斉
図
塩
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
斉
回
塩
の
中
心
地
と
な
っ
た
撫
養
塩

-
両
国
塩

回
は
、
徳
島
城
主
の
峰
須
賀
家
政
侯
が
、
撫
養
に
封
じ
た
家
臣
の
益
田
大
膳
に
命
じ
、
慶
長
四
(
一
五
九
九
)
年

に
、
前
封
地
の
播
州
熊
野
に
近
い
荒
井
村
か
ら
塩
夫
を
招
い
て
開
拓
し
た
。
ま
た
、
徳
島
塩
田
も
同
様
に
、
元

和
六
〈
一
六
二

O
)年
に
播
磨
か
ら
技
術
者
を
招
い
て
開
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

徳
島
務
で
は
、
塩
方
役
場
〈
慶
安
元
年
)
・
塩
代
官
(
元
禄
七
年
)
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
製
塩
や
販
売
商
の
指

導
監
督
に
当
ら
せ
た
。
文
化
年
間
(
一
九
世
紀
の
初
め
)
に
は
、
年
産
二
ニ

O
万
俵
余
を
生
産
し
、
天
保
一
一

(
一
八
四

O
)年
で
は
一

O
O万
俵
余
り
が
江
戸
に
送
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
斉
問
塩
は
、
主
に
関
東
・
中
部
・
近
畿
の
組
織
地
方
へ
移
出
さ
れ
た
が
、
四
閣
の
吉
野
川
流
域
の
阿

波
内
陸
部
か
ら
土
佐
(
高
知
県
〉
方
面
へ
も
販
路
を
ひ
ろ
げ
た
。
他
方
、
宙
開
斉
回
塩
は
、
地
理
的
な
位
置
か
ら
、

主
に
土
佐
に
移
出
さ
れ
、
一
部
紀
州
方
面
へ
も
送
ら
れ
て
い
る
。

坂
出
塩
田
の
開
発
は
比
較
的
新
し
く
、
最
大
規
模
の
東
大
浜
・
西
大
浜
は
、
文
政
一
二
(
一
八
二
九
)
年
に
開

か
れ
、
そ
の
面
韓
は
一

O
O町
歩
余
に
も
た
つ
し
た
。
讃
妓
塩
は
、
新
斉
田
滋
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
販
路
は
、

近
畿
・
関
東
方
面
を
主
と
し
、
他
に
日
本
海
側
の
北
陸
・
東
北
・
北
海
道
方
面
か
ら
、
一
部
は
伊
予
・
土
佐
方

面
へ
も
運
ば
れ
た
。

伊
予
に
は
、
製
塩
地
は
そ
う
多
く
な
か
っ
た
が
、
波
止
浜
が
天
和
三
(
一
六
八
三
)
年
、
多
喜
浜
が

伊

予

享
保
一
九
三
七
一
一
一
四
〉
年
、
古
一
一
一
津
が
天
明
八
(
一
七
八
八
)
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
開
発
さ
れ
、
そ
の

か
た

歴
史
は
比
較
的
古
い
。
東
伊
予
の
多
喜
浜
・
東
伯
方
・
波
止
浜
の
諸
塩
は
、
近
畿
・
関
東
、
あ
る
い
は
九
州
の

豊
後
・
肥
前
・
肥
後
お
よ
び
北
陸
・
北
梅
道
方
面
へ
も
移
池
守
れ
た
。
ま
た
、
西
伊
予
の

1
一
一
一
手
高
近
な
ど

の
滋
は
、
主
に
近
郷
に
売
ら
れ
た
が
、
高
近
滋
は
土
佐
の
宿
毛
地
方
へ
も
送
ら
れ
て
い
る

z

一
方
、
太
平
洋
斧
の
土
佐
は
、
製
塩
に
適
し
た
自
然
条
件
で
は
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
努
力
が
払

土
俵
わ
れ
、
小
規
模
な
揚
浜
式
場
周
な
が
ら
、
湾
岸
一
帯
に
つ
く
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
赤
間
(
寛
保

二
年
に
は
二
一
浜
、
単
位
以
下
問
じ
)
・
前
之
一
保
(
一
四
〉
・
岸
本
土
二
)
な
ど
の
土
依
湾
頭
部
、
安
倍
浜
(
一

O
)
・
唐
ノ
誤
(
一
七
)
・
羽
棋
士
五
)
な
ど
の
湾
東
部
に
比
較
的
規
模
の
大
き
い
堪
浜
村
が
み
ら
れ
た
《

そ
の
製
塩
量
は
、
乎
尾
通
雄
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
一
元
禄
期
(
一
七
世
紀
末
)
ど
ろ
に
は
、
土
佐
務
内
の
総
生

産
量
が
、
一
万
四

O
九

O
石
間
斗
(
代
銀
一
四
八
貫
一
ニ

O
O霞
余
)
と
な
り
、
不
足
量
は
一
万
一
一
一
一

O
石
余
(
代

銀
一

O
二
貫
余
〉
と
概
算
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
製
填
量
は
天
保
一
四
(
一
八
四
一
ニ
)
年
に
八
五
三

四
石
五
斗
、
慶
応
一
一
一
(
一
八
六
七
)
年
に
は
一
万
一
七
三
石
八
斗
と
、
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
不
足

分
は
、
瀬
戸
内
の
阿
波
・
讃
妓
・
伊
予
・
播
磨
・
豊
後
方
面
か
ら
買
い
入
れ
ら
れ
た
。

ll-4 ー荷商人の進

土
佐
越
え
の
伊
予
塩

一回一坂路

松
山
穫
で
は
、
従
来
、
特
権
世
間
人
に
塩
札
(
振
り
売
り
手
形
)
を
与
え
江
府
高
さ
せ
て
い
た
が
、
天

保
一

O
(
一
八
三
九
〉
年
に
は
、
一
部
当
り
一
五
一
枚
以
内
と
き
め
、
無
門
誌
札
〈
無
税
の
こ
と
)
と
し
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て
、
便
利
な
場
所
で
自
由
に
商
い
を
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
も
、
申
し
出
が
あ
れ
ば
増
札
も
し
た
し
、
他

国
塩
の
売
買
も
自
由
に
す
る
な
ど
、
塩
の
売
買
上
の
制
約
を
大
栢
K
ゆ
る
め
た
。

ζ

の
よ
う
に
し
て
、
こ
れ
ら

の
塩
商
人
に
よ
っ
て
、
内
陸
奥
地
へ
と
運
ば
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

み

さ

か

重
信
川
の
流
域
で
は
、
集
敷
地
の
松
山
か
ら
荷
へ
下
っ
て
森
松
を
と
お
り
、
御
坂
川
河
谷
に
沿
っ
て
す
す
み
、

三
坂
峠
を
越
え
て
久
万
川
河
谷
に
入
り
、
久
万
に
い
た
る
コ
!
ス
が
と
ら
れ
た
。

馬
よ
歩
け
よ
く
つ
買
う
で
は
か
そ
帰
り
や
と
う
き
び
煮
て
食
わ
そ

わ
し
も
若
い
時
ゃ
城
下
ま
で
通
ろ
た
高
井
の
河
原
で
夜
が
あ
け
た

と
、
一
一
一
坂
篤
子
唄
に
も
う
た
わ
れ
た
よ
う
に
、
難
所
も
あ
る
山
道
で
あ
っ
た
が
、
久
万
高
原
方
面
の
年
貢
米
や

用
材
な
ど
を
松
山
城
下
へ
運
ぶ
た
だ
一
つ
の
街
道
で
あ
り
、
土
佐
方
面
へ
通
ず
る
塩
の
道
で
も
あ
っ
た
。

久
万
は
、
大
宝
寺
の
門
前
町
で
、
土
佐
街
道
の
宿
場
町
で
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
久
万
山
の
中
心
地

久

万

で
、
寛
保
期
(
一
七
回
一

l
四
四
年
)
に
は
、
家
数
一
九
一
軒
、
人
口
一
一
一
一
一
一
二
人
(
男
七

O
O、

女
六
二
ニ
)
、
馬
六
六
頭
、
牛
四
頭
を
有
し
た
。
交
通
用
役
に
利
用
さ
れ
た
は
ず
の
馬
匹
数
か
ら
み
て
も
、
繁

栄
し
た
商
業
町
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

久
万
町
の
塩
底
で
は
、
明
治
期
に
入
っ
て
も
、
松
山
か
ら
の
行
商
や
森
松
へ
の
出
張
買
い
で
壊
を
入
手
し
た

が
、
森
松
へ
の
交
通
は
、
一
一
猷
当
り
ニ
斗
俵
四
俵
積
み
の
日
帰
り
行
程
で
あ
っ
た
。

久
万
町
か
ら
さ
ら
に
内
陸
へ
向
か
う
道
に
は
、
東
に
す
す
ん
で
山
道
を
河
合
・
嵯
峨
山
と
縫
い
、
さ
ら
に

n-4 ー荷商人の道

“，‘ピ

磁
釦
閉
川
河
谷
の
竹
谷
・
長
瀬
を
経
て
、
土
佐
国
境
の
境
野
付
近
に
い
た
る
コ

1
ス
。
ま
た
、
久
万
…
川
・
面
河
川
川

河
谷
を
南
東
に
す
す
ん
で
、
土
佐
国
境
に
近
い
落
出
・
旭
方
面
へ
む
か
う
コ

l
ス
も
み
ら
れ
た
。

一
方
、
土
佐
側
の
仁
淀
川
流
域
で
は
、
土
佐
湾
岸
有
数
の
商
業
地
と
な
っ
た
須
崎
を
中
継
地
と
し

仁
淀
川

て
、
内
陸
地
域
と
の
交
易
が
お
ζ

な
わ
れ
た
。
須
崎
へ
は
、
撫
養
・
坂
出
塩
が
多
く
移
入
さ
れ
、

馬
の
背
で
、
錫
杖
峠
・
斗
賀
野
峠
を
越
え
、
第
二
の
中
継
地
の
佐
川
へ
と
運
ば
れ
た
。

佐
川
は
、
土
佐
藩
家
老
の
陣
屋
町
で
あ
っ
た
が
、
商
業
が
保
護
さ
れ
て
市
場
町
の
性
格
も
も
ち
、
仁
淀
川
上

流
域
一
帯
の
中
心
都
市
で
あ
る
。

佐
川
か
ら
は
、
知
周
知
を
と
お
り
、
仁
淀
川
河
谷
に
沿
う
大
崎
・
森
へ
の
コ

i
ス
で
送
ら
れ
た
。

明
治
期
に
入
り
、
商
業
活
動
の
封
建
的
な
統
制
が
撤
廃
さ
れ
る
と
、
各
地
に
商
業
町
が
発
生
し
た
。
舟
運
の

便
の
あ
る
越
知
も
そ
の
一
つ
で
、
片
岡
・
大
崎
そ
の
他
の
河
岸
と
と
も
に
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

越
知
河
岸
で
は
、
下
り
荷
に
、
木
炭
・
薪
・
椅
・
一
ニ
極
・
雑
穀
な
ど
、
上
り
荷
に
、
墳
を
は
じ
め
米
・
肥

料
・
雑
貨
な
ど
が
積
ま
れ
た
。
下
り
は
、
山
口
・
伊
野
間
が
八
時
間
、
上
り
は
ニ
1

四
日
間
も
か
か
っ
た
。

越
知
か
ら
さ
ら
に
山
間
部
へ
入
る
に
は
、
横
倉
を
経
て
尾
根
道
で
呼
石
・
森
と
西
に
す
す
む
が
、
こ
こ
で
は
、

、

も
う
人
の
背
の
移
送
も
み
ら
れ
る
。
山
村
か
ら
市
場
町
へ
塩
買
い
に
で
る
に
は
、
緒
・
一
ニ
樫
な
ど
が
往
荷
と
な

り
、
馬
の
背
で
は
、
椿
三
賞
丸
一

O
偶
積
み
で
扇
子
も
ニ
儲
背
負
い
、
人
の
背
で
は
、
四
個
が
普
通
の
背
負
い

量
で
あ
っ
た
。
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